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訂正とお詫び 

下記の図書について、内容の一部に訂正がございます。深くお詫び申し上げるとともに、以下のように訂正いたします。 

 

■ 1 級造園施工管理技士 第二次検定 テキスト＆過去問題集 2025 年度版（令和７年度版） 

頁 該当箇所 誤 正 

20 3～4 行目 詳細は右記参照。 
S 値が 0.7 ㎝/drop 以下の固結層が、深さ約 30～50cm
まで連続した土壌であることから、根の伸長が困難な
ことが予想される。 

21 

図表 3 植栽
基盤の模式
断面図及び
防根層、保護
層の解説 

詳細は右記参照。 

 

21 

①土壌改良 
Check‼  
土層改良工 
4 行目 

深層耕(40～100cm、表層土と深層土の混合) 混層耕(40～100cm、表層土と下層土の混合) 

22、
59  

22 ◆施用す
る土壌改良
材及び作業
機械・作業
方法 1 行
目、59 2) 
使用する土
壌改良材及
び作業機
械、作業方
法 1 行目 

堆積率 体積率 

23 
◆透水層工 
1 行目 

平坦なエリアで行う土壌中の排水性を改善するために
～ 

平坦なエリアで行う土壌中の透水性を改善するために～ 

24 
②高木植栽工 
Check‼ ② 
 

①の場合、土性改良工を行ってから～植栽をするのが難
しい。 

削除 

34 、
57、60

34 図表 1下
3行、 
57 (3)5～7
行目、60 
(3)補足解説
3、5、8行目 

銅縁 胴縁 

透水層 

耐根層 

透水層：透水シートにより排水層への土の流出を防ぎ、

排水層を保護するフィルター層 
 
耐根層：耐根・防根シートにより、防水層、押えコンク

リートを根から保護する。 
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34、60

34 木製複合
遊具の配置
について留
意すべき事
項 3.の 2 行
目、60 (4)設
置面につい
て留意すべ
き事項 1 行
目 

堅い 硬い 

42 
(1)(イ) 
解答及び補
足解説 

詳細は右記参照。 

記号 適切な語句又は数値 
A 0.7 
B 固結 
C 困難な 

【補足解説】 
S 値が 0.7 ㎝/drop 以下の固結層が、深さ約 30～50cm
まで連続した土壌であることから、根の伸長が困難な
ことが予想される。 

42 
（ロ）事前に

調査してお
くべき事項 

✓シラカシの幹、主枝に対し、積込み、～検討・
対策できているか調査する。 

✓幹、主枝に対し、積込み、～検討・対策できている
か調査する。 

50 

(ロ)土層改
良工の作業
方法 
4 行目 

深層耕(40～100cm、表層土と深層土の混合) 混層耕(40～100cm、表層土と下層土の混合) 

52 

（6）特定建設
資材に該当
するもの  
解答 

✓コンクリート平板 
✓アスファルト舗装版 
✓伐採樹木 

✓コンクリート平板 
✓アスファルト舗装版 
✓遣り方（丁張）で使用する木材 

65 
（2）(イ) 
名称、役割、
補足解説 

詳細は右記参照。 

記号 名称 役割 

A 透水層 
✓目詰まりによる植物の生育不良を生じるこ

となく、透水させる。 

✓排水槽への植込み用土の流出を防ぐ。 

B 耐根層 
✓地下茎伸張力の強い植物に対して、長期

にわたって貫通を防止する。 

✓根の侵入を防ぎ、防水層を保護する。 

【補足解説】 
役割については、上記のうちそれぞれ1つずつ記述する。
透水層は透水シートによるフィルター層、耐根層は耐
根・防根シートにより防水層を根から保護するための層
である。 

66 
(ニ)黒曜石
パーライト
の効果 

✓土壌の団結を緩和することができる。 ✓土壌の固結を緩和することができる。 

80 
表 各種土壌
改良剤の効
果 

詳細は右記参照。 

 

98 

②用語の定
義 

（2）最早開始
時刻 
2～3行目 

なお、その結合点に先行作業が複数ある場合は、
その 

最早開始時刻のうち最も早いもの（所要日数が大
きい 

もの）を示す。 

なお、その結合点に先行作業が複数ある場合は、その 
最早完了時刻のうち最も遅いもの（所要日数が大きい 
もの）を示す。 

通気透水性の不良 団結 養分保肥力の不足 p
○

◎
◎ 〇

△ 〇

固結 
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99 
（5）最遅完了
時刻 
3～4行目 

その結合点に後続作業が複数ある場合は、その最
遅完 

了時刻の最も遅いもの（所要日数が小さいもの）
を示 

す。 

その結合点に後続作業が複数ある場合は、その最遅開 
始時刻の最も早いもの（所要日数が小さいもの）を示 
す。 

112 （3）理由 理由は右記参照。 

✓準備工、跡片付けでそれぞれ 10 日かかるため、クロ
マツの植栽は 12 月から 2月末までに完了させなけれ
ばならない。凍害等の恐れがある 12 月から 2月上旬
までの厳冬期を避け、クロマツの移植適期である萌芽
前の 3月中旬に近い 2月中・下旬に着手し、2月末ま
でに植栽工を終えることが最も適した工程である。 

123 
（1）ネットワ
ーク工程表 

イベント③の最遅終了時刻 5 
イベント⑤の最遅終了時刻 7 
イベント⑥の最遅終了時刻 10 
イベント⑧の最遅終了時刻 13 

イベント③の最遅終了時刻 2 
イベント⑤の最遅終了時刻 6 
イベント⑥の最遅終了時刻 9 
イベント⑧の最遅終了時刻 12 

124 
（ホ）【補足解
説】 

イベント⑤の最遅終了時刻 9 
イベント⑥の最遅終了時刻 12 
イベント⑧の最遅終了時刻 15 

イベント⑤の最遅終了時刻 7 
イベント⑥の最遅終了時刻 10 
イベント⑧の最遅終了時刻 13 
 
クリティカルパスは次の 2 つ。いずれも全所要日数は
23 日。 
（1）「①→③…▶②→④→⑦→⑨→⑪→⑫」 
（2）「①→③…▶②→④→⑥→⑧…▶⑦→⑨→⑪→⑫」 

124 
（ヘ）短縮す
る作業と短
縮日数 

解答、補足解説は右記参照。 

作業 E、I：各１日、作業 J：２日 

【補足解説】 
（ホ）の場合の所要日数 23 日を、（ロ）の場合の所要日
数 20 日とするには、3日の短縮が必要となる。クリティ
カルパスは２つあり、作業 B、F、H、L、N は短縮できな
いため、（1）「①→③…▶②→④→⑦→⑨→⑪→⑫」の場合
は作業 E と作業 J の短縮が可能であり、（2）「①→③…▶
②→④→⑥→⑧…▶⑦→⑨→⑪→⑫」の場合は作業Iと作
業 Jの短縮が可能である。よって、(1)と(2)の 2 つのク
リティカルパスを同時に 3 日短縮させるためには、共通
する作業 J を 2 日短縮するとともに、(1)では作業 E を
1日、(2)では作業Iを1日、それぞれ短縮する必要がある。 

131 

（ ニ ） 作 業
H を 延 ば
すことがで
きる最大日
数 （ ト ー タ
ル フ ロ ー
ト） 

 

解答、補足解説は右記参照。 

 

３日 

【補足解説】 
トータルフロートは、作業の最早開始時刻と最遅終了時
刻の最大余裕時間を計算する。 

作業 H のトータルフロート＝イベント⑨の最遅結合点時

刻－（イベント⑤の最早結合点時刻+作業 H の作業日数）

＝10－（5+2）＝3 

２ ６ ９ 12 

７ 10 13 

※ 図の赤字部分を修正 

※ 図の赤字部分と赤矢印を太線に修正 
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132 

（ホ）クリテ
ィカルパス
の 全 所 要
日数 
【 補 足 解
説】 

イベント⑤の最遅終了時刻 10 
イベント⑥の最遅終了時刻 10 
 

イベント⑤の最遅終了時刻 11 
イベント⑥の最遅終了時刻 11 
 

132 

（ ヘ ） 短 縮
する作業と
短縮日数 
 

解答、補足解説は右記参照。 

作業 I：1 日、作業 G：2 日 
【補足解説】 
（ホ）の場合の所要日数 20 日を、（ロ）の場合の所要日数
17 日とするには、3 日の短縮が必要となる。題意より A、
E、K、N は短縮できないため、クリティカルパス上で考え
ると、3 日短縮可能なのは I で１日、G で２日である。した
がって作業の短縮は、作業 I で１日、作業 G で２日短縮す
ることとなる。 

137 
（ ハ ） ⑧ の
最 遅 結 合
点時刻 

解答、補足解説は右記参照。 

11日 

【補足解説】 

最遅結合点時刻は、ネットワークの最終点（工期）から逆算し

たイベントまでの最小値を計算する。従って、 

16日（工期）－4日（Nの所要日数）－1日（Lの所要日数）＝11

日 

137 
(ホ)（ヘ） 
【 補 足 解
説】 

補足解説は右記参照。 

クリティカルパスは、次の２つ。いずれも全所要日数は
18 日。 
(1)「①→②→③…▶⑤→⑦→⑧…▶⑨→⑪→⑫」 
(2)「①→②→④→⑤→⑦→⑧…▶⑨→⑪→⑫」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ホ）の場合の所要日数 18 日を、（ロ）の場合の所要日
数 16 日とするには、2 日の短縮が必要となる。クリティ
カルパスは、(1)「①→②→③…▶⑤→⑦→⑧…▶⑨→⑪→
⑫」と(2)「①→②→④→⑤→⑦→⑧…▶⑨→⑪→⑫」の２つ
ある。ここで、題意より作業 B、L、N は短縮できないこ
とから、 (1)と(2)の 2 つのクリティカルパスを同時に 2
日短縮させるためには、共通する作業 A を 1 日、作業 H
を 1日、それぞれ短縮する必要がある。 

143 

（ヘ）フリー
フロートが
増加してい
る作業名 

解答、補足解説は右記参照。 

解答…F、I、K 
【補足解説】 
（ロ）の場合の F、I、K の FF 
F：16－7－3＝６ 
I：19－10－3＝6 
K：24－19－5＝0 
（ホ）の場合の F、I、K の FF 
F：18－7－3＝8 
I：21－10－3＝8 
K：26－20－5＝1 
比較すると、F、I、K とも FF は増加している。 

11 

11 

※ 図の赤字部分を修正 

※ 図の赤矢印を 

太線に修正 
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153、

171 

153 Check
‼樹形の定
義  1 行
目 、 171 
( ハ )3 行
目、 

樹幹 樹冠 

153、

167、

193 

153１ 4 行
目 、 167 
(1)( イ ) 、
193(1)(イ)  

詳細は右記参照。 

153 
この規格で定める寸法値は、最低値を示している。 

記号 適切な語句 
A 搬入 
B 最低 

 
【補足解説】 
そのうち、寸法規格は樹木等の形状寸法を数値で表し、
これを確認するもので、この規格で定める寸法値は、最
低値を示している。  

156、

199 

156 図表 5 
1 行 目 、
199 (ロ) 1) 
葉 1 行目 

軟弱葉 衰弱した葉 

158 
図表 1 樹
高の測定 

樹幹線から突出している枝は含まない。 樹冠線から突出している枝は含まない。 

170、

192、

195 

170 2）1 行
目、3）1 行
目 、 192 
( ニ )1 行
目 、
195(ニ)【補
足 解 説 】 3
行目、 

樹幹投影図 樹冠投影図 

174 3） 3) ソメイヨシノにおける「W」の値 3) ヒマラヤスギにおける「W」の値 

187 
(2) 

✓枝葉の
密度 

✔ 樹種の特性に応じて節間が詰まり、枝は密度 
が良好であること。 

✔ 樹種の特性に応じて節間が詰まり、枝葉密度が良好で
あること。 

 
以上 

       

167、193 


